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長期研修Ａ                                  中学校・社会科 

自分の考えを持ち，主体的に学ぶ生徒を育てる指導 

― 生徒が自分の考えを説明し合う学習を通して ― 

 

栗原市立栗原西中学校 小川 康輔  

 

概 要 

 

 本校では「志学：『志』をもち進んで学習する生徒」を育てることを学校教育目標としているが，見通

しを持って学習に取り組み，自己の学習を振り返って次の学びにつなげるなど，主体的に学ぶ姿勢は日

常の観察ではあまり見られない。各種の調査では，自分の考えを説明する設問に無解答が散見される。 

 本研究の目的は，生徒が自分の考えを持つことに焦点を当て，社会的事象について自分の考えを説明

し合う学習を通して，主体的に学ぶ生徒を育てることを目指すものである。 

 

１ 主題設定の理由 

新中学校学習指導要領では生徒に生きる力を育むことを目指し，生徒の主体的・対話的で深い学びの

実現に向けた授業改善を行うことに重点が置かれた。人工知能の飛躍的進歩やグローバル化の進展など

変化の激しい時代に生徒が主体的に生き，他者と協働して課題を解決していく力や社会に見られる課題

を多面的・多角的に考察し，様々な人と意見を交えながら課題を解決する力などが求められている。こ

れらを受け，社会科では，「社会的事象の意味や意義，特色や相互の関連を多面的・多角的に考察した

り,社会に見られる課題の解決に向けて選択・判断したりする力，思考・判断したことを説明したり，そ

れらを基に議論したりする力を養う」ことを一つの目標にしている。新中学校学習指導要領を踏まえ，

社会科の授業づくりでは，生徒が社会的事象の意義や特色，事象間の関連について考察・判断したこと

を説明したり，議論したりする学習を充実させることが必要である。そのためには，生徒が学習課題の

解決への見通しを持つこと，課題の解決に向けて自分の考えを説明したり議論したりすることができる

よう，時間や場を設定することが必要であると考える。 

本校生徒の実態として，教科書に記載されている語句を覚えることで満足する傾向にあり，疑問に感

じたことを自ら調べたり調べたことをまとめたりする姿勢は，日常の観察ではあまり見られない。各種

の調査では，社会的事象の因果関係を説明したり自分の考えを述べたりするなど，思考力，判断力，表

現力等を問う設問に無解答が散見され，歴史的分野では顕著に現れる。本校生徒を対象とした社会科の

実態調査では，社会的事象について自分の考えを説明することに半数以上の生徒が苦手意識を持ってい

ることが分かった。このような生徒の実態は，教師から生徒に知識を与える授業に傾倒していること，

生徒に思考させたり判断させたりする時間や場が十分に設定されていなかったことに起因していると

考える。 

本校の課題を解決するために社会科では，生徒が課題の解決に向けて調べたことを基に自分の考えを

形成し，他者に説明したり議論したりすることを通して，自分の考えを広げられるような学習を設定し

たい。生徒一人一人が自分の考えを他者に説明したり議論したりする中で，考えが広がる楽しさや課題

をよりよく解決する有効性を感じることは，主体的に学びに取り組む態度を育むためには欠かせないと

考える。そこで本研究では，生徒が自分の考えを説明し合う学習を通して，自分の考えを持ち，主体的

に学ぶ生徒を育てることができると考え，本主題を設定した。 

 

２ 主題・副題について 

２．１ 「自分の考えを持ち」について 

本研究では「自分の考えを持ち」を，精査した情報を基に，学んだことや生活経験を関連付けながら

自分の考えを形成し，表現できる状態と捉える。 
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平成28年12月21日の中央教育審議会答申「幼稚園，小学校，中学校，高等学校及び特別支援学校の学

習指導要領の改善及び必要な方策等について（答申）」（以下，平成28年中央教育審議会答申）では，「資

質・能力の３つの柱に基づく教育課程の枠組みの整理」の中で，思考，判断，表現の過程として「精査

した情報を基に自分の考えを形成し，文章や発話によって表現したり，目的や場面，状況等に応じて互

いの考えを適切に伝え合い，多様な考えを理解したり，集団としての考えを形成したりしていく過程」

があるとしている。平成28年中央教育審議会答申を踏まえ，自分の考えを表現できる状態までを含んで

捉えることとする。 

２．２ 「主体的に学ぶ」について 

 本研究では「主体的に学ぶ」を，生徒が見通しを持って学習に取り組み，学習を振り返り，次の学び

につなげる状態と捉える。 

見通しを持って学習することや振り返りについて，平成28年中央教育審議会答申の社会科における主

体的な学びの視点の中で，「主体的な学びについては，児童生徒が学習課題を把握しその解決への見通

しを持つことが必要である。そのためには，単元等を通した学習過程の中で動機付けや方向付けを重視

するとともに，学習内容・活動に応じた振り返りの場面を設定し，児童生徒の表現を促すようにするこ

となどが重要である」としている。 

生徒が学習の見通しを持ち（Plan），学習に取り組み（Do），学習を振り返り（Check），次の学びにつ

なげる（Action），ＰＤＣＡサイクルを回すことができるようになることで，主体的に学ぶ姿勢が育まれ

ると考える。 

２．３ 「自分の考えを説明し合う学習」について 

本研究では「自分の考えを説明し合う学習」を，生徒が学習課題を解決するために調べ，精査した情

報を基に自分の考えを形成し，他者に説明したり議論したりすることを通して考えを広げ，課題をより

よく解決する学習とする。 

平成28年中央教育審議会答申「学校教育を通じて育てたい姿と『生きる力』の理念の具体化」では，

「対話や議論を通じて，自分の考えを根拠とともに伝えるとともに，他者の考えを理解し，自分の考え

を広げ深めたり，集団としての考えを発展させたり，他者への思いやりを持って多様な人々と協働した

りしていくことができること」を，学校教育を通じて育てたい子供の姿としている。 

生徒が自分の考えを説明するだけではなく，他者の考えを理解して自分の考えを広げることは，課題

をよりよく解決するために必要なことと考える。答申を受けて本研究では，生徒が自分の考えを他者に

説明したり議論したりすることを通して，他者の考えを理解し，自己の考えを広げることができる学習

を設定したい。 

「自分の考えを説明し合う学習」の留意点を，以下の３点とした。 

① 生徒が持っている知識や生活経験を生かせること 

② 生徒が社会的な見方・考え方を働かせることができること 

③ 生徒が他の生徒と協力しながら解決できること 

①は，生徒が持っている知識や生活経験を課題解決のために生かせることにより，学ぶ意義を感じさ

せるものである。②は，実社会の課題を解決するために必要となる社会的な見方・考え方を育てるため

のものである。③は，課題をよりよく解決できるよう，他の生徒と学び合いながら解決する方法を学ぶ

ためのものである。 

 

３ 研究の目的と方法 

 本研究の目的は，まず，生徒が自分の考えを持つことに焦点を当てる。その上で，社会的事象につい

て自分の考えを説明し合う学習を行う。実践を通して，主体的に学ぶ生徒を育てることを目指すもので

ある。研究をより有効なものにするために，生徒を対象にした学習に関する実態調査を実施し，結果を

分析する。調査の分析を踏まえ，生徒が自分の考えを説明し合う学習を行う授業展開を組み立てる。単

元指導計画と１単位時間の授業展開を作成し，授業をする。授業実践を通して，生徒の変容を授業での
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観察や振り返りシートへの記入内容，２回目の実態調査から見取り，本研究の検証と改善を図る。 

 

４ 研究の実際 

４．１ 実態調査と分析 

４．１．１ 調査のねらい 

社会科の学習についての生徒の実態を知り，実態を改善するために，生徒が自分の考えを持ち，主体

的に学ぶ生徒を育てるための研究の方向性や手立てを考察する資料とする。 

４．１．２ 調査対象 

 栗原市立栗原西中学校 第２学年 55名 

４．１．３ 調査期日 

 令和元年６月18日，11月20日 

４．１．４ 調査方法及び内容 

(1) 調査回数 ２回 

(2) 調査方法 質問紙法（選択肢式，記述式） 

(3) 調査内容 社会科の学習に対する生徒の意識調査（生徒対象） 

４．１．５ 調査結果及び分析（図１） 

 地理の学習と歴史の学習につ

いて「どちらかといえば苦手」「苦

手」と回答した生徒は，どちらも

全体の半数を超えた。歴史の学習

を得意としている生徒の割合は，

わずか２％であった。 

社会科の学習で疑問を持つこ

とについて，「毎回ある」「時々あ

る」と回答したのは，全体の73％

であった。「あまりない」「まった

くない」と回答した生徒は全体の

26％であり，社会的事象について

疑問を持たない生徒が全体の３

割程度いることから，社会的事象

を自分事として捉えていないこ

とが推測される。 

疑問や興味を持ったことを調

べることについて「あまり調べな

い」「まったく調べない」と回答し

た生徒は，全体の26％であった。

その理由として「調べることを忘

れてしまう」「（調べる）時間がな

い」「（調べるのが）面倒くさい」

「調べてもよくわからない」など

の記述回答があった。 

記述回答から，調べたいことを調べる時間がないと感じている生徒がいることが分かった。また，知

りたいことを地図やグラフなどの資料を活用して効果的に調べることができていない生徒がいること

も分かった。さらに，社会的事象への興味が低い生徒や調べるのが面倒と感じている生徒もいることが

記述回答から分かった。 

 

 

 

 

 

 

地理の学習につい

て，得意ですか，苦手

ですか 

社会科の学習で，

疑問に思ったことや興

味を持ったことを調べ

ることがありますか 

歴史上の出来事や

人物の働きなどについ

て自分の意見や考え

を説明することについ

て 

図１ 社会科の学習に対する意識調査の結果（６月 18日） （ｎ＝49） 

歴史の学習につい

て，得意ですか，苦手

ですか 

社会科の学習で「な

ぜ，このような出来事が

起こったのだろう？」

「他の地域でも同じこと

が見られるのだろ う

か？」など，疑問を持つ

ことがありますか 
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自分の意見や考えを説明することについての質問に，全体の69％の生徒が「どちらかといえば苦手」

「苦手」と回答している。自分の考えを他者に説明することに関して苦手意識を持つ生徒が多く，本校

の課題と言える。 

調査の結果を踏まえ，生徒が学習課題を解決するために必要なことを調べ，調べたことを基に自分の

考えを形成することができるよう，単元指導計画や１時間単位の授業を組み立てることが本校の課題を

解決するために必要なことと考える。 

４．２ 指導対策 

４．２．１ 自分の考えを説明し合う学習を設定した単元指導計画について 

(1) 単元を貫く学習課題の設定（図２） 

新中学校学習指導要領では，単元や題材など内

容や時間のまとまりを見通して，その中で育む資

質・能力の育成を目指し，「主体的・対話的で深い

学び」の実現に向けた授業改善を進めることを示

しており，単元全体を見通し，単元を貫いた学習課

題を設定することが重視されている。そこで，単元

を貫く学習課題を，図２のように設定する。 

はじめに生徒の実態をレディネステスト等で把

握し，生徒の実態に即した単元の学習目標・評価 

を決める。単元の学習目標・評価は，新中学校学 

習指導要領で示された「知識及び技能」「思考力，

判断力，表現力等」「学びに向かう力，人間性等」

の三つの資質・能力を生徒の具体的な姿で表す。次

に，新中学校学習指導要領の指導内容を確認し，単

元を貫く学習課題を設定する。 

設定した単元を貫く学習課題を基に，単元指導

計画と１単位時間の授業展開を作成する。単元指導計画は，１単位時間の学習の成果を積み重ねるこ

とで単元を貫く学習課題を解決できるものとなるように留意する。 

単元指導計画と１単位時間の授業展開に基づき，授業を実践する。授業実践を通して生徒の学習の

成果を見取り，設定した学習課題や授業展開の成果と課題を，次の単元を貫く学習課題の設定や単元

指導計画の作成に生かす。 

(2) 「課題を見いだす」「調べる」「話し合う」「作業する」「まとめる」の５つの学習活動を設定する単

元指導計画 

生徒が単元を貫く学習課題の解決に向けて資料から必要な情報を精査し，精査した情報を基に自分

の考えを形成できること，他者に説明したり議論したりすることを通して考えを広げることができる

よう，本研究では「課題を見いだす」「調べる」「話し合う」「作業する」「まとめる」の５つの学習活

動を単元指導計画の中に意図的に設定する。 

「課題を見いだす」学習活動では,単元の導入部に単元を貫く学習課題から生徒が質問をつくる活

動を行う。質問をつくるために，「質問づくりの方法1」（以下，ＱＦＴ）を活用する。具体的には，生

徒一人一人がつくった質問をグループで共有し，単元を貫く学習課題の解決に向けて優先順位が高い

質問を決める。グループで決めた優先順位の高い質問を学級全体で共有させる。 

生徒が決めた質問を１単位時間の学習で解決する課題として，教師が単元の学習計画を作成する。

                                                                                                                                                                         
1 「質問づくりの方法（Ｑｕｅｓｔｉｏｎ Ｆｏｒｍｕｌａｔｉｏｎ Ｔｅｃｈｎｉｑｕｅ）」（ダン・ロススタイン，ルースサンタナ

著（2015）「たった一つを変えるだけ ― クラスも教師も自立する『質問づくり』 ― 」 新評論）で示されている，自ら問い，

自ら学ぶための手法。手順として，①教師が質問の焦点を決める，②教師が生徒にルールを紹介する，③生徒が質問をつくる，④生徒

がつくった質問を書き換える，⑤生徒が質問に優先順位をつける，⑥生徒が質問の使い方を検討する，⑦生徒が質問づくりを通して学

んだことを振り返る，の７つがある。 

図２ 単元を貫く学習課題の設定について 
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このように生徒自ら課題を見いだし，見いだした課題について単元を通して解決していくことは，生

徒が見通しを持って学習に取り組むために有効であると考える。 

単元を貫く学習課題の解決に向けて，単元の学習計画の中に「調べる」「話し合う」「作業する」「ま

とめる」の４つの学習活動を設定する。 

「調べる」学習活動は，単元を貫く学習課題を解決するために地図やグラフなどの資料から情報を

収集したり，読み取ったりする活動である。 

「話し合う」学習活動は，課題の解決に向けて必要なことを話し合ったり，自分が考えたことや選

択・判断したことを説明したり議論したりする活動である。 

「作業する」学習活動は，調べて分かったことを地図にまとめたり年表を作成したりすることを通

して，社会的事象を捉えるための活動である。新中学校学習指導要領社会科の「第３ 指導計画の作

成と内容の取り扱い」では，地図や年表を読んだり，作成したりする作業的な学習活動を重視してい

る。「作業する」学習活動を通して，生徒が社会的事象をより確実に捉えられるようにしたい。 

「まとめる」学習活動は，「調べる」「話し合う」「作業する」の３つの学習活動を通して得られた学

習成果をレポート等にまとめる。まとめは，国語科の教科用図書に記載されているまとめ方を活用し

てまとめさせたい。国語科の教科用図書には，調べたことと自分の主張を分けてまとめる方法やグラ

フ・表を使ってまとめる方法等について詳しく掲載されており，社会科の学習にも活用できる。 

以上の５つの学習活動を単元指導計画の中に意図的に設定することで，生徒が自分の考えを形成す

るとともに，主体的に課題を解決する態度を身に付けさせることを目指すことができると考える。 

なお，「調べる」「話し合う」「作業する」の３つの学習活動は，生徒の実態や学習内容に合わせ，１

単位時間の中に１つ程度の学習活動を設定する。 

(3) 自分の考えを形成する「もの」「ひと」「こと」「世界」の４つの視点（図３） 

  生徒一人一人が考えを形成するためには，考えを形成するための視

点が必要である。そこで本研究では「もの」「ひと」「こと」「世界」

を，考えを形成するための視点とする。 

「もの」「ひと」「こと」「世界」とは，社会の形成に関わっている

ものである。例えば，江戸幕府滅亡時における日本の社会を形成する

「もの」として蒸気機関や米などがある。「ひと」は西郷隆盛や木戸

孝允を代表とする下級武士など，「こと」は日本の開国や大政奉還な

ど，「世界」はアメリカやイギリスなどが挙げられる。それぞれの社

会は，どのような「もの」「ひと」「こと」「世界」が関わって形成さ

れているのか，読み解くための視点として本研究で活用する。 

１単位時間の授業では，「もの」「ひと」「こと」「世界」の中から学習のねらいに照らし合わせて２

つ程度の視点を設定し，設定した視点を基に学習した成果をまとめる。単元のまとめでは，各時代や

各地域の社会がどのように形成されているのか，学習した成果を基に自分の考えをまとめる。 

４．２．２ 自分の考えを説明し合う学習について 

(1) 「話し合う」学習活動を設定した１単位時間の授業 

「課題を見いだす」「調べる」「話し合う」「作業する」「まとめる」の学習活動のうち，「話し合う」

学習活動で自分の考えを説明し合う学習を行う。 

「話し合う」学習活動を設定した１単位時間の授業では，学習課題の解決に向けて精査した情報を

基に，学んだことや自らの生活経験を関連付けながら自分の考えを形成し，他者と説明し合ったり，

議論したりすることを通して，学習課題をよりよく解決する。他者と説明し合う中で，自分の考えが

不十分であると生徒が感じた場合は，考えを修正させる。また，話し合う中で新たに調べたいことが

ある場合，適宜各種資料を活用して調べることができる場を整える。自分の考えを説明し合う学習で

は，より多くの人に説明して多様な意見を得ることで自分の考えを広げることができるよう，時間を

確保する。生徒同士で説明し合う時は，自分の考えと相手の考えの相違点に着目させる。自分の考え

図３ 自分の考えを形成するための

４つの視点 
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と相手の考えとの相違点はノートに書き，相違点を参考に自分の考えをよりよいものに修正したり広

げたりすることにつなげさせ，学習課題をよりよく解決させる。 

授業の終末部には，「話し合う」学習活動を通して学んだことをまとめる時間を設定する。 

(2) 「話し合う」学習活動の課題 

  「話し合う」学習活動におい

ては，生徒が課題を自分事と

して捉え，考えを持つことが

できる課題であることが重要

である。また，自分の考えを説

明し合うことを通して，考え

を広げることができる課題を

設定する。生徒一人一人が自

分の考えを持ち，他者と説明

し合うことを通して，考えを

広げることができる課題とな

るよう，首都圏模試センター

の思考コード（図４）を参考に

して，課題を作成する。 

思考コードは，「どの程度の

知識が必要なのか」（図４では

縦軸）と「どの程度の思考の

深さが必要なのか」（図４では

横軸）の２つの軸によって構

成されており，どの段階までの思考を問うのかを探る指標となる。本研究では，生徒が持っている知

識や生活経験を生かして考えを説明し合う学習ができるよう，創造的思考の課題（図４では，「Ｃ 創

造的思考」の縦軸）を設定する。創造的思考の課題は，ＫＯ２ページの「２．３ 『自分の考えを説

明し合う学習』について」で述べた３つの留意点（① 生徒が持っている知識や生活経験を生かせる

こと，② 生徒が社会的な見方・考え方を働かせることができること，③ 生徒が他の生徒と協力し

ながら解決できること）を踏まえた学習を行う上で有効であると考える。 

例えば，イギリスとアメリカの市民革命の学習では，「未来から来たあなたが，独立戦争終結時によ

りよいアメリカの国になるように，独立宣言に新たな条文を加えるとすればどのような条文を加える

か，あなたの考えを説明しなさい。」のような課題を用いて，生徒が自分の考えを説明し合う学習を行

う。この課題では，当時のイギリスによる植民地支配の問題点や独立宣言の内容などの習得した知識

や，平和主義など既に持っている知識・経験を生かして自分の考えを形成することが必要である。 

また，新たな条文を考えるには，独立戦争終結当時のアメリカの状況や条文を新たに付け加えるこ

とによる後のアメリカに与える影響など，時期や影響に着目して捉える必要がある。つまり，社会的

な見方・考え方を働かせて選択・判断し，自分なりの答えを導き出すことが求められる。 

さらに，答えが１つではなく，「自分なら」という条件が加わり，様々な知識を活用したり経験を踏

まえたりしながら考え，判断することから，生徒一人では解決が難しくなる。最適解を求めて他者と

協力しながら追究し，よりよく解決することが必要である。 

以上のように，３つの留意点を踏まえ，生徒が自分の考えを持って説明し合う学習を効果的に行う

ために，創造的思考の課題を設定することは有効であると考える。 

課題を作成する際は授業のねらいに迫ることができるよう，「未来から来たあなたが（Who）」「独立

戦争終結時に（When）」「よりよいアメリカの国になるように（Why）」のように６Ｗ２Ｈなどを使って

課題を作成するなど，課題の内容にある程度の制限をかけることに留意したい。 

変
換
操
作 

全
体
関
係 

変
容
３ 

Ａ３ 

ペリーに関することとし

て正しい選択肢を全て選

び，年代の古い順に並べな

さい。 

Ｂ３ 

 開国は当時の日本にどの

ような影響を及ぼしたの

か，説明しなさい。 

Ｃ３ 

あなたが，ペリーのよう

に日本と外交関係のない国

に行き，その国と外交関係

を結んで友好関係を築くた

めに，どのようなことをし

ますか。あなたの考えを説

明しなさい。 

複
雑
操
作 

カ
テ
ゴ
ラ
イ
ズ 

複
雑
２ 

Ａ２ 

ペリーに関することとし

て正しい選択肢を全て選び

なさい。 

Ｂ２ 

開国を主張した人物を一

人あげ，その人物が行った

ことと，その目的を説明し

なさい。 

Ｃ２ 

 未来から来たあなたが，

産業革命時のイギリスの資

本家と労働者双方がよりよ

い仕事を行うことができる

ように，工場法を作り直す

とすればどのように作り直

しますか。理由を含めて説

明しなさい。 

手
順
操
作 

単
純
関
係 

単
純
１ 

Ａ１ 

（ペリーの写真を見て） 

この人物の名前を答えな

さい。 

Ｂ１ 

ペリーが日本に来た目的

を説明しなさい。 

Ｃ１ 

 未来から来たあなたが，

独立戦争終結時によりよい

アメリカの国になるよう

に，独立宣言に新たな条文

を加えるとすればどのよう

な条文を加えるか，あなた

の考えを説明しなさい。 

（
数
） 

（
言
語
） 

 

Ａ 

知識・理解思考 

知識・理解 

Ｂ 

論理的思考 

応用・論理 

Ｃ 

創造的思考 

批判・創造 

図４  思考コード  

出典  おおたとしまさ「子供の学力の新観点『思考コード』を知っていますか？」より一部改編 
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(3) 学習の振り返り 

主体的に学ぶ生徒を育てるには，

学習を振り返り，次の学びにつなげ

ることが欠かせない。本研究では，１

単位時間の学習の振り返りの場にお

いて，２つの振り返りを行う。 

１つ目は，学習した内容を確認す

る振り返りである。授業の終末時に

学習した成果を各自のノートにまと

めることで，学習内容を確認する。 

２つ目は，学習を通して自己の変

容に気付いたり，感じたりする振り

返りである。この振り返りでは，「自

分の学びの振り返りシート」（図５）

を使って自己の変容について振り返

らせる。 

シートには１単位時間毎に自己の

学びについて，「やってみて，よかったこと」「やった方がよかったこと(やれなかったこと，やらなか

ったこと)」の２点で振り返り，シートに記述させる。シートには毎時間の振り返りを記述できるよう

に記述欄を設け，蓄積できるようにした。 

シートを活用して生徒が自己の学びについて振り返ることを通して，学習を総括して改善点を見つ

け出すことができると考える。見つけ出した改善点を次の学びにつなげ，ＰＤＣＡサイクルを回すこ

とができるようになることで，主体的に学ぶ態度を身に付けさせることができると考える。 

 

５ 実践検証 

５．１ 所属校での実践検証 

(1) 単元名 「欧米の進出と日本の開国」 

(2) 実践期間 令和元年10月18日(金)～11月19日(火) 

５．２ 実践検証の考察 

(1) 単元を貫く学習課題の設定について 

本単元の学習を通して自分の考えを説明する力を高めたいと考え，単元を貫く学習課題を「なぜ，

欧米諸国はアジアに進出したのだろうか。また，日本が開国したことにより，国内にどのような影響

を与えたのだろうか。この２つについて，自分の言葉で説明できる。」と設定した。歴史的分野の学習

に苦手意識を持つ生徒が全体の半数以上を占める実態を踏まえ，単元を貫く学習課題を「なぜ，欧米

諸国はアジアに進出したのか，自分の言葉で説明できる。」と「日本が開国したことにより，国内にど

のような影響を与えたのか，自分の言葉で説明できる。」の２つに分け，小単元を貫く学習課題として

設定した。この２つの小単元を貫く学習課題を解決することを通して，単元を貫く学習課題を解決で

きるよう単元指導計画を作成し，実践を行った。 

実践では単元及び小単元を貫く学習課題を毎時間確認してから学習に臨ませたことで，学習したこ

とが学習課題の解決にどのようにつながっているのか，生徒に考えさせることができた。「まとめる」

活動では，小単元を貫く学習課題について生徒に記述させた。「産業が発達し，いろいろな工業製品が

大量に生産できるようになり，これらを輸出してアジアから上質な絹などを輸入するため。また，戦

争に勝利し，植民地を拡大させ，支配するため。」など，概ね満足できる記述であった。しかし，生徒

が記述したものの中には誤った理解による回答もあった。無回答も50名中３名おり，課題が残った。 

(2) 「課題を見いだす」「調べる」「作業する」「まとめる」の学習活動について 

図５ 自分の学びの振り返りシート 
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「課題を見いだす」学習活動では,ＱＦＴを活

用して小単元を貫く学習課題を解決するために

必要な質問を生徒一人一人につくらせた。全ての

生徒が１つ以上の質問をつくることができた。生

徒の中には，12個の質問をつくった生徒もいた。

その後のグループの話し合いで，個人がつくった

質問の中から，小単元を貫く学習課題の解決に向

けて優先順位が高いものを３つ選ばせ，学級全体

で共有した。グループからは，「なぜ，欧米諸国だ

けが進出できたのか」「欧米諸国がアジアに進出するメリットは何か」などの質問が優先順位の高い

質問として挙げられた。学習活動の振り返りでは，ＱＦＴを通して学んだことを記述させた。生徒か

らは，「質問を考えることで自分たちの分からないことが分かり，なぜ？とか，どうして？とか，どう

やったら？という疑問もすごく大切だと思いました。そのどうして？からつながって分かったになる

と思うので，細かく質問を考えることはすごく大切だと思いました」などの回答があった。ＱＦＴの

活用により，生徒が主体的に課題を見いだすことができた。各グループから出された質問を基にして

教師が小単元の学習計画を立て，学習を進めさせた。 

「調べる」学習活動では，地図や絵などの資料から情報を収集させたり，読み取らせたりする活動

を行った。19世紀中ごろのユーラシア大陸の地

図から欧米諸国がどこに進出したのか読み取

る学習では，地図の見方や自分が読み取ったこ

とが正しいのか他の生徒と確認するなど，生徒

は概ね意欲的に調べていた。 

「作業する」学習活動では，欧米諸国が進出

した地域の地図を作成させた。地図は，大西洋

中心の白地図を用意し，欧米諸国が大西洋から

インド洋を経てアジアに進出した様子が分か

るよう地図を作成させた。友達と相談しながら

地図を作成する生徒や，作成した地図を他の生

徒に紹介する生徒もいた。 

「まとめる」学習活動では，学習した成果を

ノートにまとめさせた。写真２のように，イギ

リス，アメリカ，フランスの市民革命について

表を使ってまとめたり，資本主義についてイラ

ストを描いてまとめたりするなど，見て分かる

よう意識してまとめていた。 

(3) 「もの」「ひと」「こと」「世界」の４つの視点を用いた学習のまとめ 

「まとめる」学習活動では，４つの視点を用い

てそれぞれどのようなものが当てはまるのかを

１つずつ考えさせる学習も行った。アヘン戦争当

時のイギリスを形成する「もの」「ひと」「こと」

「世界」はそれぞれどのようなものがあるか，考

えたものをワークシートに語句で書き出させた。

その後，グループでそれぞれの考えを共有し，書

き出したものを関連付けて文章にさせた。生徒の

ワークシートを見ると，４つの視点について語句

写真１ グループから出た質問 

写真３ ４つの視点についての生徒の記述 

写真２ 生徒の学習のまとめ 
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で書き出すことは概ねできていた。しかし，書き出したものを関連付けて文章にすることができない

生徒もいた。語句を関連付けて文章にできるよう，常に生徒に意識させることが必要である。 

(4) 「話し合う」学習活動と創造的思考の課題について 

イギリスの植民地支配から独立し，南北戦争までのアメリカの歴史について学習した後，創造的思

考の課題を用いて「話し合う」学習活動を行った。創造的思考の課題は，「未来から来たあなたが，独

立戦争終結時によりよい国（アメリカ）になるように，独立宣言に新たな条文を加えるとすればどの

ような条文を加えるか，あなたの考えを説明しなさい。」とし，生徒に提示した。生徒の思考が広がる

よう，よりよい国になるために必要なことについてイメージマップを作成させ，書き出したものを基

に条文を考えさせた。友達に相談したり，自分とは違う考えを持つ友達に聞いたりしながら自分の考

えをまとめられるよう，生徒同士で追究できる時間を25分確保した。学習活動中は，アメリカの歴史

について調べ直す生徒や考えた条文について他の生徒に意見を求める生徒の姿が見られた。生徒が考

えた条文とその理由として，次のようなものがあった。 

（条文）「また，相手の立場に立ち，考え，話し合いを行う。人種差別をすることなく，相手を尊重

し，協力する。奴隷という形ではなく，相手を一人の人間として敬意の気持ちを持つ。自他共に大

切な命であるという意識を高めることが必要である」 

（理由）「もとの条文は，『皆平等』という言葉はあるけれど，生命，自由，幸福だけでは自分中心

な部分があるのでは？と思ったから，これによって，視野が狭くなり，奴隷や戦争が起きたと思う

から」 

この生徒の条文は，奴隷制をめぐってアメリカ国内で対立が起こり，南北戦争に発展したことを踏

まえた内容となっている。他の生徒も同様に，学習したことを踏まえて条文を考えさせることができ

た。一方，自分の考えを持つことができない生徒が一人おり，課題が残った。 

(5) 学習の振り返りについて 

「自分の学びの振り返りシート」を使い，自分の学びについて毎時間振り返りを行った。やってみ

てよかったこととして，「地図にまとめると世界の全体の様子が分かっていいと思いました」「分から

ないことをしっかりと聞き，分からない人に教えた」などの回答があった。 

やった方がよかったこととしては，「友達に聞いて分からないところを分かるようにするところが

できなかったので，次から友達に聞いて分かるようにしたいです」「フランス，アメリカ，イギリスで

それぞれ何があったか書く時に，僕は文章で書きましたが，表などにするのもよいと思いました」な

どの回答があった。 

生徒の回答は次時の授業で紹介し，学級全体で共有した。級友の回答を参考にして，分からないと

ころを複数の友達に聞いたり，地図や表を使って調べたことをまとめたりするなど，生徒の学ぶ姿が

変化した。 

(6) 社会科の学習に対する生徒の意識の変化について 

11月20日に２回目の実態調査を行った。調査結果は図６のとおりである。地理の学習について，「得

意」「どちらかといえば得意」と回答した生徒は，全体の60％であった。歴史の学習については，「得

意」「どちらかといえば得意」と回答した生徒が全体の48％であり，６月の調査結果と比較すると13％

増加した。 

社会科の学習で疑問を持つことについて，「毎回ある」「時々ある」と回答した生徒は全体の９割で

あった。「まったくない」と回答した生徒はいなかった。これはＱＦＴを活用し，「課題を見いだす活

動」を行ったことの成果の表れだと考えられる。 

疑問や興味を持ったことを調べることについて，「いつも調べる」「調べる」と回答した生徒は全体

の約９割となり，「まったく調べない」と回答した生徒はいなかった。この結果について，単元指導計

画の中で「調べる」学習活動を意図的に設定し，疑問に思ったことを調べる時間を十分に確保したこ

とが調査結果に表れたと捉える。 
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自分の意見や考えを説明する

ことについて，「どちらかといえ

ば苦手」「苦手」と回答した生徒

は全体の58％であり，６月の調

査結果より11％改善した。単元

指導計画の中に「話し合う」学

習活動を意図的に設定し，自分

の意見や考えを説明させたこと

が，６月の調査結果に比べて肯

定的な回答をした生徒の増加に

つながったと考えられる。しか

し，苦手意識を持つ生徒は，全

体の半数を超えており，課題が

残った。 

 

６ 今後の課題 

(1) 「課題を見いだす」「調べる」

「話し合う」「作業する」「まと

める」の５つの学習活動を設定

する単元指導計画の再検討 

「課題を見いだす」学習活動

では，ＱＦＴを活用して数多く

の質問をつくることができた。しかし，生徒が全ての質問について調べることはできなかった。生徒

がつくった質問を調べることができるよう，「調べる」学習活動の時間を十分に確保することが課題

である。そのためには，教師からの説明を精選し，学習活動を焦点化する必要があると考える。生徒

が調べたいことを調べられるよう，調べ方の指導もしていきたい。 

(2) 自分の考えを持つことができない生徒への支援 

生徒が自分の考えを説明し合う学習活動では，概ね自分の考えを説明することができた。しかし，

学習課題の内容を理解できず，自分の考えを持つことができない生徒もいた。学習課題の内容を個別

に丁寧に説明するなど，具体的な支援の方法を考えたい。 
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図６ 社会科の学習に対する意識調査の結果（11月 20日） （ｎ＝50） 

 

 

地理の学習につい

て，得意ですか，苦手

ですか 

社会科の学習で，

疑問に思ったことや興

味を持ったことを調べ

ることがありますか 

歴史上の出来事や

人物の働きなどについ

て自分の意見や考え

を説明することについ

て 

歴史の学習につい

て，得意ですか，苦手

ですか 

社会科の学習で「な

ぜ，このような出来事が

起こったのだろう？」

「他の地域でも同じこと

が見られるのだろ う

か？」など，疑問を持つ

ことがありますか 


